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高規格道路の整備状況 

安定した出荷体制の構築には、拠点 （耕作地⇔集出荷施設）間の安
全・安心で効率的な輸送の確保が急務 
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▲急崚な地形、脆弱な地質のた 
 め、大規模な土砂崩れが発生 

▼国道493号はゆずの出荷や木材
を搬出する基幹産業を支える道路 
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観光施設へのアクセス向上
による地域への誘客拡大 

高規格道路の整備 
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【施設の充実】 

・県内の特産品、お土産、スノーピーク製品の販売 

●県外観光客入込数及び観光総消費額の推移 

■水産加工施設の整備による販路拡大 

▲県内最大級の水産加工施設（宿毛市） 

・養殖業を主体に加工 

・凍結施設の完備 

・神戸港を利用して凍結した養殖魚を   
 アメリカや中国等に輸出することを  
 計画 

・マグロのブロック加工ができ、地元  
 飲食店への個別対応が可能 

【整備による効果】 
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【アウトドアメーカーと連携 した 
 宿泊施設の整備】 
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【地域産業の活性化を支える】 １ 

大消費地に届ける 

幡多地域６市町村の食材を 

▲宿毛市産の養殖ブリなど、 

使用する飲食店 

土佐清水ワールド幡多バル 

スノーピークおち仁淀川 

（H30.4月オープン） 
仁淀川を感じるアクティビティ 
のラフティング体験 
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※越知町提供データ 

▲ゆず園地周辺で土砂崩れが発生 
 し、ゆず栽培に影響 

平成29年には10万人
以上が来港 

高知IC～高知南IC、鎌田IC
～波川開通することにより
観光客の誘客に繋がる 利用者 

増加 

安全・安心で効率的な輸送を確保し、しごとの生産性が向上 

【アウトドアメーカーと連携 した 
 宿泊施設の整備】 

■越知町の主な観光施設の利用者数 
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地域の観光を後押し 
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⼤豊〜川之江東の通⾏⽌め
に伴う迂回ルート

高知自動車道の通行状況

高知自動車道早期の全面復旧及び暫定二車線区間の四車線化 道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会

：整備中区間

：未事業化区間
：主なＩＣ、 ：JCT

※暫定２車線含む

：⾼知道開通済区間（２⾞線）

：対⾯通⾏区間

：4⾞線化区間

：開通済区間（４⾞線）
E11 

【高知IC～須崎東IC】　
暫定二車線区間の四車線化

◆高知自動車道の被災状況

◆対面通行による通行再開状況
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◆高知IC～高松西ICの所要時間と走行距離

◆お盆期間における１Km以上の発生回数

（約115Km)

約45Km増

●現状

・管外搬送では、搬送時間の短縮はもとより、
 傷病者や隊員の負担軽減や、救急⾞の空⽩
 時間の削減のために⾼知⾃動⾞道を利⽤ 

■高知自動車道（暫定二車線区間）の利用者の声

地域の経済活動に不可⽋な、従来通りの円滑で安定的な⼈流と物流の確保【高知道】全面復旧
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よ
小
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(平成30年7⽉11⽇撮影)

南海トラフ地震発生時における
広域的な道路ネットワーク機能の確保

平常時

※NEXCO⻄⽇本HP
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0回

８回

（8.8〜8.19）（8.9〜8.20）

※１Kｍ以上の渋滞発⽣回数

⽴川橋の被災に係る
渋滞が発⽣
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高幡消防組合
消防本部

四⾞線化要望区間
⾼知IC〜須崎東IC

全⾯復旧要望区間
（⼤豊町⽴川地区）

傷病者や隊員の負担を軽減し、
より迅速な搬送の実現には、四車線化が必要

⾼知IC

伊野IC
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県の総合防災拠点
県⽴春野総合運動公園

⾼知東部
⾃動⾞道

⾼知南IC

⾼知県庁

主な国道、県道
⻑期浸⽔

津波浸⽔

暫定⼆⾞線区間
四⾞線区間

四⾞線化されていた
場合の通⾏可能ルート

⾼知県物資配送計画
（⼟佐IC〜県⽴春野運動公園までのルート）

緊急物資

◆南海トラフ地震発生時の想定

⼀般国道等

・強い揺れによる法⾯崩壊 など
・津波による⻑期浸⽔ など

四⾞線化

●四車線化後

⾼ 知 道 ⾼知道・被災の影響が少ない⾞線を活⽤した
 早期の通⾏再開

⇒重要度の⾼い防災拠点へのアクセスを確保
⇒広域的な道路ネットワークの⼨断回避

⾼知医療センターEMERGENCY

消防署

⾼知新港

（大豊町立川地区） （高知IC～須崎東IC）

基幹災害拠点病院

高 知 県 道 路 利 用 者 会 議

信頼性のより⾼い道路ネットワーク機能の確保【高知道】四車線化

【高知自動車道における南海トラフ地震発生時の想定】

法⾯崩壊

⻑期浸⽔

32

：開通済区間（２⾞線）

※NEXCO西日本管理区間

川
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江
東

（南国IC〜川之江東JCT）

⼟佐市

いの町
⾼知市

⇒道路ネットワークが⻑期間⼨断

■とさでん交通（株）　担当者の声
従来どおりの安全性や定時性が高い公共交通としての
役割を果たすため、４車線化による早期の全面復旧が不可欠

道路利用者から見た高知自動車道の必要性
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須崎港

・現在の⾼知⾃動⾞道は、対⾯通⾏であるがゆえ、反対⾞線への⾶び
 出し事故やそれに伴う通⾏⽌めなどに運⾏中のバスが巻き込まれる
 事を懸念
・以前に⽐べ少ない⾬量で通⾏⽌めとなるた
 め、突発的な迂回や運休に対応するため備
 えを⾼めている

2020年度
開通予定

例えば

県の総合防災拠点
への通⾏確保

基幹災害拠点病院
への通⾏確保

安全性や定時性が向上する暫定二車線区間の四車線化は
県西部への誘客拡大を図る上で重要

・県⻄部の四万⼗川などへのツアーが僅かながら商品化されているが、
 移動時間や定時性を考慮し、多くのツアーに取り⼊れる事が難しい
・ツアーバスの安全性や定時性が格段に向上する暫定⼆⾞線の四⾞線
 化と今年度開通する⽚坂バイパスや2020年度に予定されている⾼知
 JCT〜⾼知南ICの開通と相まって、魅⼒ある
 県⻄部地域に多くの観光客に訪れて頂きたい

現 
 
 

状

課 

題

対
応
・
期
待

■（公財）高知県観光コンベンション協会　担当者の声

・しかし、須崎市〜⾼知市の間は⼆⾞線であり、
 事故や⼯事などにより通⾏⽌めとなった場合
 には、迅速な救急搬送が困難 

・ドクターヘリが⾶ばない時間や悪天候時に
 おいても、より迅速に搬送し帰署するため
 には、４⾞線化が必要だと⽇々感じている

現  

状

課 

題

対
応
・
期
待

⾼幡消防組合 消防本部
消防課⻑ 佐々⽊ 義⼈さん 

【大豊町立川地区】　
四車線による早期の全面復旧

・従来どおりの⾛⾏の安全性や運⾏の定時性
 が⾼い公共交通として、お客様に利⽤して
 頂くためには、四⾞線による早期の全⾯復
 旧が不可⽋

【高知IC～須崎東IC】　
暫定二車線区間の四車線化

とさでん交通
⾃動⾞戦略部 ⾼速課⻑
⼤⿊ 崇さん

⾼知県
観光コンベンション協会
受⼊部 チーフ 
⽯元 浩之進さん

◆高知県と県外をつなぐ高速バスの一日当たりの便数

：⾼知⾃動⾞道
 を利⽤

：⾼知⾃動⾞道
 の利⽤無し

約93％（約91万人/年）
が高知自動車道を利用

※⾼知県交通運輸政策課提供データ

11便/⽇

152便/⽇

クァンタム・オブ・ザ・シーズ
         (H30.6.7寄港）

※H30.9.13から
240mm 40mm

⾼知⾃動⾞道

※H27道路交通センサスにて算出

約1時間増

⼤豊〜川之江東が通⾏⽌めになると
利⽤者への負担が著しく増加

約45㎞増

：所要時間（⽚道）
：⾛⾏距離（⽚道） 約160ｋｍ

約115ｋｍ

◆オプショナルツアーの主な行先
⾼知市外

８％

⾼知市内
92％

約１時間２0分
約２時間２０分

◆高幡消防組合の搬送先割合

⼤豊IC〜川之江東JCT
通⾏⽌め時

◆高知新港へのクルーズ客船の寄港回数

寄港回数

増加
H25

H29 40回

10回

H29
行き先が
高知市内
に集中！

平成29年に
は10万人以
上が来港

※⾼知県観光コンベン
 ション協会提供データ

・年間約3200件のうち約４割が
　高知市や土佐市への管外搬送

※便数はH30.4時点、乗客数はH28年度
 データ

⼤豊町⽴川付近

瀬⼾内⽅⾯
(平成30年9⽉12⽇撮影) ※⾼知県医療政策課 提供データ

管内搬送
約６割

約4割
管外搬送 ⼆⾞線区間を⾛⾏して救急搬送



対策完了済

対策未完了
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物部川 

国 道 

55 
ROUTE 

香美市 

香南市 

芸西村 

E55 

安芸市 

国 道 

195 
ROUTE 

要対策箇所(H8総合防災総点検) 

平成30年７月豪雨により 
全面通行止めとなった箇所 

物部川流域の観光地 

国 道 

32 
ROUTE 

ザ・シックスダイアリー 
              香北リゾートホテルアンドリゾート 

安
芸
東
 

： 高速道路（整備済み） 

： 一般国道（国管理） 

： 一般国道（県管理） 

： 主要地方道 

： 防災対策事業中の箇所 

： 主なＩＣ 

： 高速道路（整備中） 

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

須崎港

坂出港

東予港

社会資本整備交付金の充実 社会資本整備総合交付金及び防災・安全交付金の充実に向けて  
道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会 
高 知 県 道 路 利 用 者 会 議 

「輸送効率の向上」＋「新たな物流の創出」 
・豊富な資源の活用による地域経済の活性化 

社会資本整備 
交付金の充実 

供用している道路の信頼性の向上と安定性の確保 
・地元住民の日々の安全・安心な利用 ・観光客の誘客機会の損失の軽減 

 

■住民の日々の暮らしを守るためには着実な老朽化対策が必要 

■国道195号における防災対策の実施による 
                          住民や観光客の安全な利用の確保に不可欠な防災・安全交付金 

■国道195号の危険箇所の状況 

■四国の重要港湾における取扱貨物量（上位３位） 

2014年 2016年 

１万ｔ 

２万ｔ ・須崎港は物流拠点と 
  して、四国において 
 重要な役割を果たしてる 

住友大阪セメントグループ 
須崎鉱発㈱・㈲勝森運送 
代表取締役社長 

  

安全性の向上や安定的な輸送を行うためには、バイパスの整備や道路の改良が不可欠 

  宮下 耕一さん 

（H8防災総点検における要対策箇所：2017年度末時点 ） 

対策未完了 対策完了済 

１１箇所 １０箇所 

■国道494号の未改良区間の通行状況 

▲けい石を運搬する大型トラック同士の 
  すれ違いのために、一方の車両が停止 

至 須崎市 

出典：港湾統計（年報） 

安定的かつ継続的に 

物流拠点として機能 

■国道494号の利用者からの声 

  国道494号を利用して、１日のべ150台のトラックが須崎港までけい石を運搬。 

必
要
性 

現 

状 

課 

題 

■須崎港からの木材の輸出に向けて 

出典：すさきがすきさ産業振興計画 2019年度 2018年度 

0m3 

2,500m3 来年度から 
初の輸出 

要対策箇所 
２１箇所 

今後も引続き対策が必要 

要対策箇所で災害が発生 

 ・住民が利用する路線バスなど、日々 
    の利用を支えている 

■平成30年７月豪雨における被災状況 ■住民の日々の利用状況 

・国際ターミナルの整備 
 により、貨物取扱量や 
 品目が増加すると 
 見込まれている 

防災・安全 
交付金の充実 

県道安芸物部線 

県道畑山栃ノ木線 

下尾川 

安芸川 

住居から仕事場 
へのルート 東地集落 

（住居） 

果樹農園 
（仕事場） 

仕事場へ 
行けない状況 

ひび割れが路面まで貫通 

【Ⅳ判定】 
（根野１号線２号橋） 

須崎港 須崎市 

越知町 
佐川町 

中土佐町 

関東方面へ 

斗賀野 
工区 

久礼港 

台湾、中国（香港）へ 

： 高速道路（整備済み） 

： 一般国道（国管理） 

： 一般国道（県管理） 

： 主要地方道 

： 主なＩＣ 

： 重要港湾・地方港湾 

： 
けい石の運搬経路 
（勝森鉱山→須崎港） 

： 
新たに創出される 
木材の運搬経路 
（高吾北地域→須崎港） 

日高村 

土佐市 

須崎① 
工区 

須崎③ 
工区 

関
川
運
送

国 道 

33 
ROUTE 

【高吾北地域】 
（越知町・仁淀川町） 

 

豊かな森林資源 
の活用を計画 

■物流の効率化を図る道路改良に不可欠な社会資本整備総合交付金 
                           （国道494号の整備による生産拠点と物流拠点との連携強化） 

出典：須崎港港湾計画 

・高吾北地域 
 （越知町や仁淀川町） 
 の木材を近隣の 
 須崎港からアジア 
 （中国、韓国）への 
 輸出を新たに計画 
 

1.8万t 

1.7万t 

狭隘な箇所ではすれ違いが出来ず、運転に神経とともに、ストップ＆ゴーが多く、 
ドライバーや車輌への負担が大きい。 

須崎港まで安全で効率的な輸送には、国道494号の整備が不可欠です。 

■須崎港の国際ターミナル機能の強化 

▲大型トラックとのすれ違いも困難な区間も存在 

 ・大水深岸壁 
   （水深-13m）の整備 
 
 ・荷役施設等の整備 

須崎港 

大峰地区 

■べふ峡の紅葉 

■香美市の観光施設 事業中箇所 

出典：平成28年 県外観光客入込・動態調査報告書 
    （高知県観光振興部観光政策課） 

年間 約13万人が利用 

アンパンマンミュージアム 

2018年７月 NEW OPEN 

ザ・シックスダイアリーかほく 
ホテルアンドリゾート 

アンパンマンミュージアム 

年間を通じて多くの観光客が訪れる観光地 

 香美市物部町市宇 災害が多発する区間を走る市営バス 

 ・国道195号が全面通行止め（7/6～7/14） 

   安芸市僧津 

平成30年７月豪雨により全面通行 
止めとなった安芸市内の主な箇所 

べふ峡 

① 

14％ 
Ⅲ＋Ⅳ判定 
（1,149施設） 

Ⅱ判定 
（4,787施設） 

Ⅰ判定 
（2,403施設） 

57％ 

29％ 

Ⅲ＋Ⅳ判定 
の予備軍 

 

緊急又は早期の 
対応が必要 

■市町村が管理する道路施設定期点検結果 
                        （2018年8月末） 

 ・果樹農園へまでのルートが途絶すると、日常の手入れや収穫ができず、日常生活に 
  影響が生じる（全面通行止めが約10日間発生したが、現在は仮橋により対応） 

【Ⅲ判定】 
（仁井田橋） 

約９割が 

石灰石とセメント 

E56 

国 道 

494 
ROUTE 

国 道 

56 
ROUTE 

平成30年７月豪雨で 
小規模な斜面崩壊や落石等が 

特に多く発生した区間 

② 

※物部川流域の２市(香南市、香美市) 

E32 

● ● 
● ● ● 

● 

中
土
佐
 

須
崎
東
 

須
崎
中
央
 

須
崎
西
 

石灰石・セメント 

須崎港■

■ 坂出港

■ 東予港

須崎港への円滑な
物流の確保が重要 

【勝森鉱山】 
 

けい石の原産地 
年間約20万tを産出 

道路改良の進捗に 
より、新たな活用 
が生まれる 

【国道195号(香美市内)】 

■安芸市東地地区での事例 

P 
（橋全体：着前） 

至 阿南市 

②

①

果樹農園までのルート 

果樹農園 


